





















































.■火よりも｣糾■lJTL伽の;',LJlであ7山 人ひとりu)々 え)Jのよさをみとめ､Jr,少り化しrJ:い｡.^vIJ針.,urけることをJljiして､｢々 え7i,･R:しさ｣｢わかか■仰jを人仰
し､l'l'/汁)iえをlJ桝迩してい(7'LIセスを人tJ)にす7U｡こu)TIJ､により､小目JIの.I:I.1人でu)｢J≦える人t)Jさや火しさ｣をIrA･わJ)ことができる｡(汝1'o)本'fJEt
ふれる･公しさ〉

















2次 平行線 と角 (オープンプロセス)
3次 ブーメランの角の和 (オープンプロセス)
資料 l授業デザイン(生徒提示資料)


















改善の柱 改善の観点 現状分析 蒙昧づけ 改善点と工夫 授業イメ､-ジ
初 活 牧師伝達の授 授業のマン 生徒が主体的に活動 オープンアプロー チによる 数学の授業に対す
の 勤 業スタイルか ネリ化o授 する場面を増やすこ 学習方法の導入o数学は解 る興味関心を高め
ア 的 ら生徒の滴動 業が説明中 とで､数学に付する興 答が一つだけというイメ- ることができるo
プ 数 重視のスタイ 心になって 味関心を高め､能動的 ジがあるoLかし､問題を 全員が何らかの反
ロ 学 ルへの転換 (数 いるo な態度を養うことが 末完結な形に工夫し利用す 応ができ達成感を
I 学的活動の垂 できる○数学的活軸を ることで､個に応じた多様 味わえる○
チ 視) 通して ｢考える｣｢学 な授業展開をすることがで
と ぶ｣ことの大切さ楽し きる〇千ともたちの自由な
心のアプロ さを味わえる○ 発想を引き出すことが可能である○協 小グループ活 人間関係や ′｣､グループでの活動 自力解決のあとに必ずブル 他者との対話を通
l 同 勤 (他者との対 対人関係が を取り入れることで､ -プでの交流やグループ解 して､新しい発見
チ初の 的 請) 希 薄 で あ 仲間と学びあうこと 決の時間を設定するo や気づきがあり､
敬学 る コこユ ができる0人間は他者とともに学ぶ存在である○他者からの気づきを得 ことができる○数学的コミュニケーション力を育成す必要がある○ それが理解の定着につながるo
0 ヽニケ-シヨン能力が低いo
衣 放,了'-を衣BlLJLA-i.Ii-米ばかり'}-i 紙状TI:硯ではなくプロ七 作目がFl/Jの柳谷をhl低 1,.1は ～.;鮒をしっかりする
Jl する71-軌 (,-lJitJ.. にするoなぜ スTl(.l払.LP1号の鮒 tや みんなのlJiLで公表し,クラス全 ことで川.;.Iをもって
的 軒く.訂.-すノJの骨 そうなるの 慮伴性をfFtT必変があ 体で父.bfLする維会を没定0日1.-:'発髭できる○火別する
致 a) か?租拠を,.:A るO,liL考を外化すること がない小.従には絹if指ノ#1.をおこ .JfUfを仙漢できる.
JIiL= 1円することができない′r:.ui,が多いo の大切さoアウトプットして本物のノJになる. なうo
Jk El己i1;.mliLT.dr'b(l] I:lらサぷl'll/'.′l-1従のFB&赦師のFB Q)=rlり位,FtとするO②毎日L'i-PHお '●;'二Ylを触り返る絹仰
竹 Li内村.;IT.-.jLiり返 したノデ:円満.が &指将と.粁価の一体tL こなうo③仝flに,^パンを入れ が如こつく.;I-LT>lJの,.luT:






















































































3 次 【芸司形 くオ - プ ニ/プ ロ セ ス )
学 習 課 先真 ｢ 多 角 形 の :角 の 辛 口｣一一d一･.だく)一 .-b --1く)- _.- Cこ÷王手<r l
(rノと て三㌢. ′ハ トく(7ン .火ここぎg yn L､モbL､1JrJ ノイiJh
ETT下FA′1r D.JLJ二二㌧ l_
lJbl-,Tn● ノ′二>√ 一二>く















































































Frt 日時 苧甘!吉和 自己評45A8Cで計価
■J*JEの&丑【+日の0(わかつたこ8 ､十日のXlわかちなかつT==L).モa)他にAI味をもつT=ことなど自分の,ultいや♯えを文書で記 -JJ味AFl､､tr )
入する.) /一~､し ･食欲墳丘( I-知主B7SAE)一也含Jf拓(●dJL■1ーtt1▼14■⊂
が､その学習成果を大きく左右する｡ブーメランの問題
では次のような反応があった｡
⑤ 蒜 蒜 - を 引 き - 2 - の - 角 形 に - け る
千.｣ ∵ ∴ ∴宵
三三舟 三拝壬の タ十角 の '｢生 官 を 1tE う ○
77R肋 斤JRを 弓 rき ､ 2 つ 0)三 メ■形 を -つ く る ●
li_;_∴
資料7 予想されなかった想定外の反応例
2｡.jt/^{., . t～.….V.小…hH..二二ま ここゝ 30_
三 ■■形 0)｢勺 角 cr)jF恥ヨ:180● だ カ らヽ
60- + 20● + 30- + ∠ d + ∠ eb- 1801
∠ d 十 _ie.=- 180● - 100● = 80●
よ て>て ､ 1王∃O' - 壬∋0- = 100ー









,/＼ 2.Z2.y/.% .霊 .+:5Tw.
＼ ′ ∠y=BU二七㌢ざ曳 2∠x--,S '-憲 一80'し /:J =20'
I?Or＼∠-7AO! ∠x-10.
(塾 B C i▲紹 + 平 行 四 辺 誓 誓 竺 ご 7 ..20ニ;,:貪;要 望 忘 ヂ/I,≡.,W ■〆ノ
数学的な観点 数学的思考の質 人
(見方､考え方) (斬新さや独創性) 敬
観点A 三角形をつくる (BD延長&内角の和) ① 6
三角形をつくる (CD延長&内角の和) ① 7
晩年B 三角形をつくる (BD延長&外角の和) ② 1
三角形をつくる (CD延長&外角の和) (9 4
観点C 三角形をつくる (AD延長) ③ 0
観点D 三角形をつくる (BC連結) ㊨ 1
観点E 平行線を利用 (1点集中刑) 在住吃⑲ 0
観点F 平行線を利用 (分散型) ⑬⑳ 0
観点G 平行線を利用 (辺の延長型) 1314 6 189 0
晩年H 平行四辺形をつくる (9 1
観点Ⅰ★ BD､CD延長で内部に四角形をつくる ㊨ 3
観点J★ 凹型四角形の内角の和 ㊨ 2
観点K★ 平行四辺形と対称性 ㊨ 1
観点L★ ∠Bと∠Cの二等分線作図 ㊨ 1























r一学期の圭一プン7ブロー チのZl儒 学を絶えて､今の気持ちを珊 さします.｣




4-こ二の一うⅥ 亡旬月巧ともっ と池 触暮L.れ=Llと.哩_しヽ訳し7こ75､V













































































? ???? ? ??















































































































































































































































一8 指事 f すIJr,抄 イクPLP ,{,シスと1J-i?ど
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